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議会広報委員会議会広報委員会Ｎｏ．４０７

　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
は
３

月
11
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

２
月
７
日

■
調
査
事
項　

町
道
及
び
公
共
施

設
等
の
除
排
雪
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

　
　
　
　
　

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

渡
邊 

靖
範　

氏

　
　
　
　
　

川
上 

健
康　

氏

　
　
　
　
　

黄
倉 

桂
子　

氏

　
　
　
　
　

北
清 

裕
邦　

氏

○
町
長
の
専
決
事
項
の
指
定
に
つ

い
て
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
竜
町
学
校
教
育
基
本
方
針
並

び
に
北
竜
町
学
校
等
複
合
施
設
基

本
計
画
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

に
つ
い
て

○
北
竜
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
予
算
審
査
特
別
委
員
会
付
託
案

件○
令
和
６
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

■
調
査
期
日　

３
月
13
日
～
17
日

■
審
査
事
件　

令
和
７
年
度
予
算

審
査
会
計
（
８
会
計
）、
北
竜
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
つ
い
て 

外

■
審
議
結
果　

文
書
に
よ
る
指
摘

１
件
、
口
頭
に
よ
る
意
見
３
件
を

付
与
し
、
原
案
通
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
す
る
。

 

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係

省
庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け

た
次
期
基
本
計
画
の
改
訂
を
求
め

る
意
見
書

委
員
会
報
告

同
意

原
案
可
決

委
員
会
報
告

意
見
書
提
出

【
５
月
】

16
日
…
北
竜
町
開
拓
記
念
式
、
北

竜
町
商
工
会
総
会

27
～
28
日
…
全
国
議
長
会
議
長
・

副
議
長
研
修
会

30
日
…
空
知
監
査
委
員
協
議
会
定

期
総
会

未
定
…
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
総
会
、
例
月
出
納
検
査

【
４
月
】

１
日
…
や
わ
ら
保
育
園
入
園
式

７
日
…
北
竜
中
学
校
入
学
式

８
日
…
真
竜
小
学
校
入
学
式
、
交

通
安
全
祈
願
祭

20
～
22
日
…
市
町
村
議
会
議
員
特

別
セ
ミ
ナ
ー（
林
議
員
・
沖
野
議
員
）

21
日
…
農
業
振
興
協
議
会

24
日
…
例
月
出
納
検
査

25
日
…
議
会
運
営
委
員
会
・
第
３

回
北
竜
町
議
会
臨
時
会

30
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
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３
月
11
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
は
、
５
名
の
議
員
か
ら
６
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

澤
田
議
員

　

学
校
等
複
合
施
設
の
建
設
と
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
よ
る
教
育
の

在
り
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

１
点
目
。
小
中
学
校
統
合
に
よ

る
義
務
教
育
学
校
の
開
設
と
合
わ

せ
、
北
竜
町
公
共
施
設
を
連
動
さ

せ
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
町
民
の

意
見
を
集
約
し
て
纏
め
ら
れ
、
今

の
段
階
で
、
予
算
規
模
が
50
億
円

を
超
え
る
大
き
な
投
資
と
な
っ
て

い
る
。

　

少
子
高
齢
化
の
中
で
、
町
民
の

中
に
は
、
北
竜
町
の
将
来
に
つ
い

て
財
政
的
に
本
当
に
大
丈
夫
な
の

か
？　

と
心
配
す
る
声
が
多
く
あ

る
。
町
民
の
不
安
解
消
と
理
解
を

得
る
為
に
、
そ
の
財
政
措
置
を
ど

の
様
に
す
る
の
か
、
地
方
交
付
税

交
付
金
と
、
新
地
方
創
生
交
付
金

を
活
用
し
、
更
に
、
地
方
債
、
辺

地
債
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
基
金
の

活
用
等
に
つ
い
て
、
町
民
に
納
得

し
て
頂
け
る
充
分
な
説
明
が
必
要

か
と
思
う
。

　

ま
た
、
北
竜
町
の
学
校
の
重
要

性
を
考
え
た
時
に
、
や
れ
る
時
に

や
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

小
中
学
校
等
複
合
施
設
の
建
設

に
つ
い
て
、
近
年
の
建
設
資
材
費

の
高
騰
、
並
び
に
人
件
費
の
高
騰

が
、
公
共
施
設
の
み
な
ら
ず
民
間

の
施
設
建
設
に
も
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
策

定
の
北
竜
町
公
共
施
設
等
再
配
置

計
画
に
よ
り
、
数
多
く
の
町
民
の

皆
様
よ
り
ご
意
見
を
賜
り
、
北
竜

町
学
校
等
複
合
施
設
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。

　

今
回
の
整
備
計
画
で
は
、
概
算

で
50
億
１
千
万
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
事
業
費
の
高
騰
を
年
３
％

と
見
込
ん
で
、
建
設
予
定
の
令
和

９
年
度
の
事
業
費
は
55
億
９
千

万
円
と
成
る
。
但
し
現
時
点
で
の

基
本
設
計
に
基
づ
い
て
算
出
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
重
要
度
や

必
要
性
に
応
じ
た
見
直
し
を
行

っ
て
い
く
。

澤
田
議
員

　

２
点
目
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に

つ
い
て
、
国
は
生
徒
１
人
に
1
台

の
端
末
機
器
の
配
布
で
情
報
通
信

技
術
の
改
善
が
さ
れ
た
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
も
認
め
る
こ
と

と
し
た
。
次
期
の
学
習
指
導
要
綱

が
実
施
さ
れ
る
２
０
３
０
年
度
に

導
入
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
、
人

口
減
少
が
進
む
中
、
学
校
現
場
で

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効
率
化
は

必
要
な
事
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
、
人
の
一
生
に
関
わ
る

長
い
人
生
の
学
び
の
中
で
、
そ
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
充
分
精
査
を
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
デ
ジ
タ

ル
先
進
国
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
見
直
し
を
行
い
、
脱
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
。
集
中
力
と
記
憶
力
欠
如
、
身

体
的
に
は
首
や
肩
こ
り
、
又
視
力

の
低
下
等
の
悪
影
響
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
基
本
的
な
読
み
書
き
や

考
え
る
力
を
養
う
為
に
は
、
デ
ジ

タ
ル
化
だ
け
で
な
く
、
北
竜
町
独

自
の
教
育
方
針
が
必
要
な
の
で
は

と
思
う
が
、
理
事
者
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

田
中
教
育
長

　

文
部
科
学
省
で
は
、
令
和
３
年

４
月
か
ら
各
教
科
の
授
業
時
数
の

２
分
の
１
未
満
と
し
て
い
た
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
の
使
用
制
限
を
撤
廃

し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

下
で
、
学
校
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

教
材
や
学
習
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
等
の
導
入
が
加
速
し
て
お
り
、

教
科
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、

学
び
の
充
実
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
児
童
生
徒
の
将
来
の
社
会

生
活
の
変
化
等
を
見
据
え
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
単
な
る

読
む
だ
け
の
も
の
で
は
無
く
、
使

い
こ
な
し
、教
師
と
児
童
生
徒
が
、

共
に
情
報
を
探
し
て
、
使
っ
て
学

ぶ
教
材
に
成
っ
て
行
く
事
も
考
え

ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に

は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
有

る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
各

家
庭
で
の
教
材
の
費
用
負
担
の
増

加
や
、
御
指
摘
の
様
に
、
考
え
る

力
や
知
識
の
定
着
等
、
課
題
が
あ

り
、
当
面
は
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
と

の
併
用
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
デ
ジ
タ
ル
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
調

査
、
検
討
し
な
が
ら
対
応
し
て
参

り
た
い
。

澤
田
議
員

　

義
務
教
育
学
校
と
公
共
施
設
の

再
配
置
計
画
に
つ
い
て
、
人
口
減

少
や
資
材
高
騰
等
、
厳
し
い
時
で

は
あ
る
が
、
北
竜
町
の
将
来
を
考

え
た
場
合
、
や
れ
る
時
に
積
極
的

に
投
資
す
る
事
で
、
町
の
活
性
化

に
努
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

澤
田
議
員

 
学
校
等
複
合
施
設
の
建
設
と

 

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
よ
る

 

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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寺
垣
議
員

　

昨
今
、
国
内
で
イ
ン
フ
ラ
の
劣

化
が
起
因
と
さ
れ
る
事
故
が
多
発

し
日
常
生
活
や
経
済
活
動
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
も

近
年
農
業
用
水
路
等
の
配
管
破
損

に
よ
り
農
作
業
に
大
き
な
支
障
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

　

日
常
生
活
の
基
盤
で
あ
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
は
急
務
で
あ
る
と
考
え

る
が
町
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
優
先
順
位
に
つ
い
て
理
事
者
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長 

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
町
道
の
主

要
路
線
22
㎞
に
つ
い
て
5
年
に
1

度
の
路
面
性
状
調
査
、
そ
の
他
路

線
道
路
も
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
異
常
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は

速
や
か
に
応
急
工
事
を
行
う
予
算

を
確
保
し
て
い
る
。
又
、
町
の
管

理
下
に
あ
る
橋
梁
の
42
橋
に
つ
い

て
も
5
年
毎
の
点
検
を
行
い
、
破

損
の
大
き
い
橋
か
ら
19
橋
の
補
修

工
事
を
行
い
、
本
年
度
に
お
い
て

は
岩
村
橋
補
修
工
事
を
予
算
計
上

尾
﨑
議
員

　

去
年
の
暮
れ
に
北
竜
町
内
で
動

物
愛
護
団
体
の
協
力
を
い
た
だ
い

た
野
良
猫
事
案
が
起
き
た
こ
と
に

関
し
て
、
愛
護
を
必
要
と
す
る
犬

や
猫
等
の
生
き
物
に
対
し
て
、
責

任
持
っ
た
意
識
と
迅
速
な
対
応
を

町
全
体
で
広
く
共
有
す
る
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の
動
物
愛
護
の
視

点
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
人
間
関
係

を
も
含
め
た
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

に
繋
が
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

今
後
、
北
竜
町
で
保
護
す
べ
き

犬
や
猫
等
の
多
頭
飼
育
崩
壊
や
野

良
猫
が
増
え
て
放
置
さ
れ
た
場

尾
﨑
議
員

　

今
年
で
開
設
13
年
目
を
迎
え
る

が
、
運
営
や
販
売
実
績
に
お
い
て

し
て
い
る
。 

　

上
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
管
路

延
長
53
・
８
㎞
の
う
ち
、
合
計

18
・
１
㎞
、33
・
６
％
の
管
路
更
新
、

横
断
管
更
新
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
だ
が
、
耐
用
年
数
40
年
を
超
え

る
管
が
32
㎞
残
っ
て
お
り
、
全
て

の
管
を
更
新
す
る
た
め
に
は
概
算

で
約
48
億
円
程
度
か
か
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

　

特
に
漏
水
リ
ス
ク
の
高
い
部
分

を
把
握
す
る
た
め
の
漏
水
調
査
を

委
託
し
、
そ
の
都
度
補
修
工
事
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
令
和
７
年
度

で
は
経
営
戦
略
の
策
定
の
一
環
と

し
て
、
料
金
改
定
を
含
め
た
事
業

計
画
の
検
討
を
行
う
予
定
と
し
て

い
る
。 

　

下
水
管
に
つ
い
て
は
、
毎
年
継

続
し
て
管
内
の
カ
メ
ラ
調
査
を

行
い
、
総
延
長
13
・
６
㎞
の
う
ち

８
・
６
㎞
、
63
・
２
％
を
調
査
済

み
で
あ
り
、
不
具
合
が
あ
れ
ば
そ

の
都
度
補
修
を
施
し
維
持
に
努

め
て
い
る
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
管

合
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る

か
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

昨
年
末
に
は
町
内
で
屋
外
で
餌

付
け
を
し
た
結
果
、
野
良
猫
が
住

み
着
き
近
隣
住
民
か
ら
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
る
事
案
が
発
生
し
た
が
、

動
物
愛
護
団
体
の
協
力
を
い
た
だ

き
速
や
か
に
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

今
後
も
し
町
内
で
そ
の
よ
う
な

事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
こ
の

度
の
処
理
の
流
れ
に
沿
い
、
迅
速

に
対
応
す
る
。
ま
た
広
く
共
有
で

き
る
よ
う
、
広
報
や
啓
蒙
を
し
て

い
く
。

生
産
者
の
減
少
や
高
齢
化
等
の
要

因
で
、
生
産
物
の
種
類
も
数
も
先

細
り
が
深
刻
で
将
来
性
あ
る
見
通

内
の
土
砂
の
侵
入
な
ど
も
把
握
す

る
事
が
で
き
、
土
砂
流
出
に
よ
る

地
上
の
陥
没
等
も
未
然
に
防
ぐ
効

果
も
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
ダ
ム
や
農
業
用
水
な
ど

の
施
設
に
つ
い
て
も
改
良
区
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
補
修
工
事
等
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
近
年
発
生
し

た
用
水
幹
線
事
故
の
方
途
と
し

て
、
国
の
予
算
で
用
水
施
設
等
の

調
査
点
検
を
強
化
し
て
い
く
方
針

が
示
さ
れ
、
町
と
し
て
も
引
き
続

き
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

　

以
上
、
定
期
的
な
イ
ン
フ
ラ
の

点
検
調
査
を
行
い
必
要
と
さ
れ
る

補
修
工
事
は
他
の
事
業
に
優
先
し

て
予
算
を
確
保
し
て
き
た
。

　

今
後
も
限
ら
れ
た
予
算
で
最
大

限
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、

リ
ス
ク
の
大
き
さ
と
調
査
補
修
費

用
と
を
総
合
的
に
判
断
し
国
の
補

助
事
業
も
活
用
し
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

寺
垣
議
員

 

北
竜
町
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

 

に
つ
い
て

尾
﨑
議
員

 

動
物
愛
護
の
ま
ち
づ
く
り

 

に
つ
い
て

尾
﨑
議
員

 

農
産
物
直
売
所

 「
み
の
り
っ
ち
北
竜
」
の

 

将
来
展
望
に
つ
い
て
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沖
野
議
員

 

会
館
を
保
有
し
て
い
る
町
内
会

が
多
数
あ
り
、
老
朽
化
し
て
い
る

会
館
も
あ
る
。営
繕
に
関
し
て
は
、

地
区
公
民
館
に
指
定
の
会
館
は
町

費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
が
、
指

定
外
の
会
館
で
は
軽
微
な
改
修
や

備
品
購
入
な
ど
町
内
会
の
負
担
で

行
わ
れ
て
い
る
。

　

世
帯
数
の
減
少
に
よ
り
収
入
が

少
な
く
な
り
、
営
繕
ま
で
予
算
が

取
れ
な
い
の
が
実
情
だ
。
昨
年
９

月
の
定
例
会
で
の
澤
田
議
員
か
ら

の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
で
、

交
付
基
準
は
25
万
円
の
下
限
で

75
％
の
助
成
と
答
弁
さ
れ
て
い
た

が
、
町
内
会
に
も
特
に
周
知
も
さ

し
が
見
え
な
い
。

　

直
売
所
を
存
続
し
て
い
く
た
め

に
は
生
産
者
の
生
産
、
販
売
意
欲

を
高
め
、
地
元
の
豊
富
な
農
産
物

を
揃
え
「
町
の
台
所
」
と
し
て
、

温
泉
の
入
浴
帰
り
に
買
い
物
に
立

ち
寄
れ
る
交
流
の
場
所
と
し
て

等
、
多
角
的
な
可
能
性
と
親
し
み

を
持
て
る
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

「
み
の
り
っ
ち
北
竜
」
が
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
思
い
切
っ
た

対
策
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
な
将
来
展
望
を
お
持
ち
か
理
事

者
に
お
尋
ね
す
る
。

佐
々
木
町
長

　

「
み
の
り
っ
ち
北
竜
」
は
、
作

り
手
の
顔
の
見
え
る
農
産
物
を
提

供
で
き
る
、
新
鮮
で
美
味
し
い
地

元
野
菜
を
目
当
て
に
立
ち
寄
る
場

所
と
し
て
、
町
と
し
て
も
そ
の
潜

在
能
力
に
は
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

顧
客
獲
得
の
た
め
に
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
の
発
信
を
行
っ
て
い
る

が
、
引
き
続
き
振
興
公
社
と
連
携

し
、
メ
デ
ィ
ア
発
信
の
強
化
を
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
商
品
の
欠
損

対
応
は
出
荷
者
協
議
会
で
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
を
活
用
し
て
解
決
を
図
る

協
議
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
聞
い

て
い
る
。

尾
﨑
議
員

　

現
在
、
温
泉
と
出
荷
者
協
議
会

の
役
員
で
運
営
に
関
す
る
会
議
を

行
っ
て
い
る
が
、
販
売
報
告
と
今

後
の
日
程
を
協
議
す
る
く
ら
い

で
、
集
ま
る
意
味
も
感
じ
ら
れ
な

い
た
め
役
員
の
な
り
手
も
な
い
。

直
売
所
運
営
を
あ
ら
た
め
て
構
成

し
直
し
て
、
生
産
者
に
は
出
荷
に

専
念
さ
せ
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

　

去
年
の
10
月
に
研
修
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
宮
崎
県
綾
町
で
は
、
豊

か
な
自
然
の
中
で
町
民
の
健
康
の

維
持
、
食
生
活
の
改
善
の
一
環
と

し
て
自
給
自
足
運
動
を
広
げ
、
家

庭
菜
園
に
よ
る
野
菜
作
り
を
提
唱

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。

　

直
売
所
に
野
菜
作
り
の
専
門
員

や
販
売
に
地
域
お
こ
し
を
募
集
し

た
り
し
て
、
町
と
し
て
の
力
添
え

を
い
た
だ
け
な
い
か
。

佐
々
木
町
長

　

現
在
目
指
す
地
方
創
生
２
・
０

の
構
成
の
中
に
は
「
み
の
り
っ
ち

北
竜
」
も
含
ま
れ
て
お
り
、
期
間

限
定
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
が
工

夫
次
第
で
や
れ
る
要
素
を
持
っ
て

い
る
。現
在
バ
ラ
バ
ラ
の
働
き
を
、

ひ
と
つ
の
共
通
点
を
持
つ
み
ん
な

で
共
有
す
る
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

要
素
と
し
て
、
４
月
か
ら
再
構
築

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

沖
野
議
員

 

町
内
会
会
館
の
営
繕
に

 

つ
い
て

れ
て
な
く
申
請
基
準
も
曖
昧
と
感

じ
る
。
備
品
な
ど
に
も
使
い
や
す

く
す
る
た
め
に
も
下
限
の
廃
止
と

内
容
に
よ
っ
て
は
１
０
０
％
に
近

い
助
成
の
考
え
は
な
い
か
、
理
事

者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
町
内
会
に
て
施
設
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
施
設
維
持
管
理
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
町
内
会
で
負
担
を

頂
き
、
修
繕
で
大
き
な
負
担
が
発

生
す
る
際
に
は
、
基
準
を
事
業
費

25
万
円
下
限
と
し
、
補
修
は
３
／

４
を
、
備
品
購
入
は
１
／
２
を
町

が
助
成
す
る
こ
と
を
、
町
条
例
で

も
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
交
付
対

象
や
交
付
方
法
に
つ
い
て
も
事
務

取
扱
を
定
め
、
補
修
の
相
談
が
あ

っ
た
際
に
は
対
応
し
て
い
る
。

沖
野
議
員

　

元
々
は
壁
や
屋
根
な
ど
の
大
規

模
修
繕
補
助
を
す
る
た
め
の
設
定

と
思
わ
れ
る
が
、
老
朽
化
し
た
ト

イ
レ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
交
換
な

ど
は
下
限
に
届
か
な
い
が
高
騰
も

続
い
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
生
な
ど
の
宿
泊

な
ど
も
受
け
入
れ
て
い
る
会
館

も
あ
り
、
ま
ず
下
限
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。

佐
々
木
町
長

　

小
規
模
修
繕
に
対
応
で
き
て

な
い
の
は
事
実
な
の
で
今
後
検

討
す
る
。

林
議
員

 

現
在
委
託
事
業
で
実
施
し
て
い

る
ご
み
収
集
業
務
の
今
後
に
つ
い

て
、
現
在
の
町
内
の
委
託
事
業
者

が
体
力
的
な
問
題
等
も
あ
り
何
年

請
け
負
っ
て
も
ら
え
る
か
わ
か
ら

な
い
状
況
で
あ
る
と
聞
く
。

　

他
町
の
業
者
に
委
託
を
す
る
場

合
、
現
在
の
委
託
料
よ
り
大
幅
な

増
額
を
し
な
く
て
は
事
業
者
が
請

け
負
え
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
今
後
も
町
内
事
業
者
で
の
事

業
継
続
の
た
め
に
町
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
な
い
の
か
。
理
事
者
の

林
議
員

 

ご
み
収
集
運
搬
業
務
の

 

今
後
に
つ
い
て
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考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

ご
み
の
収
集
業
務
は
、
町
民
が

安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
業
務
で
あ
る
。
現
在
、

本
町
の
ご
み
収
集
業
務
は
北
竜
段

ボ
ー
ル
株
式
会
社
に
委
託
し
実
施

し
て
い
る
。
引
き
続
き
収
集
運
搬

業
務
を
受
託
し
て
頂
け
る
よ
う
、

ご
み
収
集
車
の
更
新
に
対
す
る
支

援
や
、
委
託
料
の
増
額
も
今
後
協

議
し
て
い
く
。
で
き
る
限
り
町
内

の
事
業
者
が
、
ご
み
収
集
運
搬
業

務
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
町
と

し
て
も
最
大
限
努
力
し
て
い
く
。

林
議
員

　

も
う
１
件
、
ご
み
関
係
で
町
内

の
方
か
ら
町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
設
置
基
準
に
つ
い
て
聞
き

た
い
と
話
が
あ
っ
た
。
新
規
の
設

置
を
し
た
い
場
合
、
維
持
・
補
修

の
負
担
は
ど
う
い
う
状
況
な
の
か

伺
い
た
い
。

細
川
住
民
課
長

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
基

準
は
設
け
て
い
な
い
が
、
今
以
上

に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
増
設
す

る
事
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
修

理
が
必
要
な
場
合
は
補
修
し
、
破

損
が
酷
い
場
合
は
新
規
で
購
入
し

て
い
る
。

令和７年第１回定例会（会期：３月１１日～１８日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 沖野 林 寺垣 佐藤 木村 澤田 尾﨑 中村

北竜町表彰条例に基づく表彰について（4名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町長の専決事項の指定についての制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町学校教育基本方針並びに北竜町学校等複合施設基本計画について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町一般会計補正予算（第９号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第６号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第６号）
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業会計補正予算
（第４号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度北竜町一般会計補正予算（第１０号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数
質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

－

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表

予算審査特別委員会　　（３月１３日～１４日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 沖野 林 寺垣 佐藤 木村 澤田 尾﨑 中村

北竜町まち・ひと・しごと創生総合戦略について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町課設置条例の全部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町ひまわりの里の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
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北竜町個別排水処理施設管理条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町農業集落排水処理施設条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町簡易水道事業給水条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について 
（老人福祉センター）

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について 
（玄米ばら調製集出荷施設）

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町立診療所事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業会計予算について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和７年度北竜町簡易水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

予算審査特別委員会における質疑の件数
質疑
５件

質疑
０件

質疑
７件

質疑
１件

質疑
４件

質疑
17 件

－
質疑
９件

予算審査特別委員会においての議員質疑（意見付与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

・危険な空き家対策について
現在、北竜町は冬の積雪により危険と判断される空き家が２
件放置されている。所有者に対し、行政として再三申し入れ
を行い注意喚起しているが具体的な対応は取られていない。
今後、事故等不測の事態が発生した場合、行政訴訟の対象と
なることも考えられる事から、更に厳しく指導されたい。

家主とも連絡が取れるので更に厳しく対応したい。
今年度を解決の期限として交渉する。順序を踏ん
で対応していく。

・児童・生徒の活動支援等事業について　
教育委員会として児童・生徒に対して活動助成をしているが、
近年の少子化により町内だけでは十分な活動が出来ず、近隣
自治体と合同での活動や各種大会への参加など保護者負担が
増大している。少ない子ども達の健全な育成にためにも、十
分な助成措置を講じられたい。

少年団活動支援については試算をして検討する。
送迎の関係や中学校の部活もあるので、内容を変
更していきながら検討していく。

・町立歯科診療所運営事業について
人口減少と公共交通機関の不足等の要因により診療報酬の減
収が続いている。歯科医療は内科医療と同様に大変重要な医
療機関であり、町としても継続した医師確保が最重要課題で
ある。現在、歯科医療に精励されている医師と十分協議され、
今後も北竜町で歯科医療を継続できる方策を検討されたい。

契約書があるが、その内容についても協議を進め
ながら検討する。

・ひまわりホールディングスについて
自治体としては他に例を見ない画期的な取り組みと評価でき
る。北竜町が、今後とも自治体としてあらゆる方策をとり「ま
ちを経営する」という基本理念のもと、たゆまぬ努力をされ
たい。町民と共通意識のもと進めなければいけないものであ
り、町民理解の徹底を図られたい。

今回の計画は、これからの北竜町の目指す姿であ
る。町民全員で取り組まないと出来ない事業であ
る。町民理解を得るためにしっかり説明して行き
たい。
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５
月
で
す
ね
。
卒
業
・
入
学
、

就
職
な
ど
で
一
段
落
し
た
頃
で
し

ょ
う
か
？

　

農
業
は
、
今
が
真
っ
盛
り
の
大

事
な
時
期
で
す
ね
。
秋
の
収
穫
ま

で
の
１
年
の
成
果
を
決
め
る
真
剣

勝
負
の
時
期
、
事
故
や
ケ
ガ
に
は

十
分
気
を
つ
け
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

北
竜
町
も
、
今
、
町
の
将
来
の

方
向
付
け
を
決
め
る
重
要
な
時
に

来
て
い
ま
す
。佐
々
木
町
長
も「
こ

の
ま
ま
で
は
、
マ
チ
が
立
ち
行
か

な
く
な
る
」
と
い
う
危
機
感
を
持

っ
て
い
て
、
ま
さ
に
「
大
転
換
」

と
言
え
る
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
町
の
全
体
予
算
は
、
４

月
広
報
で
見
た
と
思
い
ま
す
が
、

と
て
も
大
き
な
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
国
の
新
た
な
地

方
創
生
施
策
「
地
方
創
生
２
・
０
」

を
い
か
に
有
効
利
用
す
る
か
を
考

え
て
、
町
が
行
う
事
業
を
で
き
る

だ
け
国
か
ら
の
交
付
金
や
補
助
金

を
活
用
す
る
計
画
な
の
で
大
き
な

額
に
な
る
と
い
う
訳
で
す
。

　

今
の
人
口
が
１
，
６
０
０
人
弱

で
す
が
、
町
と
し
て
の
存
続
を
図

る
た
め
に
、
将
来
は
北
竜
町
に
来

る
観
光
客
も
含
め
て
、
北
竜
町
に

関
わ
る
人
を
「
関
係
人
口
」
と
し

て
１
，
６
０
０
人
規
模
を
維
持
す

る
と
い
う
取
り
組
み
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

議
会
も
２
月
に
、
初
め
て
「
カ

フ
ェ
方
式
」
で
議
会
報
告
会
・
懇

談
会
を
し
ま
し
た
。

　

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
懇
談
で
き
て
、

色
々
な
課
題
が
話
し
合
わ
れ
て
大

変
良
い
感
じ
の
懇
談
会
に
な
り
ま

し
た
。
年
に
何
回
か
や
っ
て
も
良

い
の
で
は
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
し
、
議
員
と
し
て
各
種
研
修

や
視
察
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
得
ら

れ
た
情
報
を
伝
え
る
と
云
う
意
味

で
も
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
が
み
な
さ
ん
に「
伝
え
る
」

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
役
割
と
思

っ
て
い
ま
す
。　
　

（
澤
田 

正
人
）


